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研究成果の概要（和文）： 研究成果の概要として、研究の期間を通して、6本の論文を刊行し、そのうち5本は
査読付き論文であり、さらに、現在、1本の論文が査読中となっている。関連する学会や研究会等での報告は、
通算19回となり、インドやバングラデシュなどでの英語での報告が11回、日本語での報告が8回である。そのう
ち、日本宗教学会やAnnual Conference of Asian Studies などの学会報告は4回、及び、デリー大学やコルカタ
大学、コルカタのアジア協会などでの招待講演は8回となる。図書の刊行については4点を数え、そのうち英語に
よる共著書が2
点、単著のブックレットが1点、日本語の共著書が1点である。

研究成果の概要（英文）：　During the period of research project, six articles have been published on
 the academic journals, including five peer-reviewed journals, and one article has been submitted 
and now under reviewing. It was 19 times presented at various conferences and seminars such as 
Japanese Association for Religious Studies and Annual Conference of Asian Studies, in which eleven 
times were in English and eight times were in Japanese. The invited lectures were eight times such 
as at University of Delhi, University of Kolkata, and the Asiatic Society in Kolkata. Four books 
have been published, in which two books are co-authored books in English, one book is a single 
authored booklet, and one is a co-authored book in Japanese.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年の日印関係は、急速な経済成長を遂げるインドと日本との緊密な政治・経済的関係を背景とし、相互の歴
史的交流への関心が高まっている。特に、1902年に渡印し9か月滞在した岡倉天心は、近代インドの宗教改革運
動を主導するヴィヴェーカーナンダや、ノーベル文学賞詩人タゴールとの交流を深めたことで知られている。本
研究は、日印相互に残された史料の対比的な検証から、これまで空白となっていた岡倉のインド知識人との交流
の経緯を検証し、その影響の広がりを明らかにする。タゴール生誕150周年やヴィヴェーカーナンダ生誕150周年
など、様々な機会に政府機関等では記念行事が行われ、その成果の内外での発信が期待されている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年の日印関係は、グローバル・パワーとして台頭するインドとの緊密な政治・経済的
な結びつきを背景として、日印間の歴史的な交流への関心が高まっている。特に、1893 年
のシカゴ宗教会議で活躍したスワーミー・ヴィヴェーカーナンダや、1913 年にノーベル文
学賞を受賞した詩人ラビンドラナート・タゴールは、1902 年にインドに 9か月滞在した岡
倉天心と交流を深めたことから、その歴史的意義が再評価されている。たとえば、タゴー
ル生誕150周年にあたる2011年やヴィヴェーカーナンダ生誕150周年の2013年には、様々
な政府機関で記念行事が行われ、応募者も、在日インド大使館、インド外務省、ロンドン
大学などでの関連行事に参加し、また、慶応義塾大学の記念シンポジウムでは座長を務め
た。そのタゴールやヴィヴェーカーナンダの日本訪問は、日印交流の原点として言及され、
インド西ベンガル州政府がタゴール・岡倉記念館を建設するなど、様々な取り組みが見ら
れた。本計画が開始される 2016 年は、タゴールの初来日から 100 年目の節目に当たり、様々
な機会にその成果を広く内外に発信することが期待されている。 
 
２．研究の目的 
「アジアは一つなり」の言葉で知られる岡倉天心は、1902 年に英領インドの首都カルカ
ッタを訪れ、近代インドを代表するヒンドゥー教改革運動家スワーミー・ヴィヴェーカー
ナンダやノーベル賞詩人ラビンドラナート・タゴールらのインド知識人との交流を深めた。
その過程で岡倉は、ギリシア美術の影響を離れたインド美術の内発的発展などの新たな視
点を獲得し、汎アジア的な仏教文化の共通基盤の広がりを確証することで、それを『東洋
の理想』(1903)などの一連の著作にまとめた。本研究は、日本とインドに残された当時の
資料を対比して検証することで、このようなインド世界を媒介として形成される岡倉のア
ジア認識と、同様に西洋の植民地支配やオリエンタリズムの影響に対して、宗教改革運動
や文芸復興運動を通して対処するインド知識人の取り組みとを対比して検証することで、
日印の知的交流の歴史的な影響の広がりや、その今日的な意義を明らかにするものである。 
 
３．研究の方法 
 岡倉天心は、日本美術院の経営に行き詰まった 1901 年末にインドに渡り、インドの首都
カルカッタを中心に 9か月間滞在し、近代インドのヒンドゥー教改革運動を主導したスワ
ーミー・ヴィヴェーカーナンダや、近代インドの文芸復興運動をリードしたラビンドラナ
ート・タゴールなどのインド知識人との親交を深めた。しかし、この時の岡倉のインド滞
在については、岡倉に同行した堀至徳による日記の発掘以降まとまった史料の発見はなく、
インドでの活動の詳細は謎とされてきた。岡倉研究として定評のある堀岡弥寿子や岡倉古
志郎らの伝記的研究でも、堀日記以降の史料的研究に大きな進展は見られず、岡倉のイン
ドでの活動の多くが、未解明の課題として残されていた。 
他方、インド側では、タゴール生誕 150 周年やヴィヴェーカーナンダ生誕 150 周年を切
っ掛けに、全集の改訂や書簡の編集など、ベンガル語を中心とした新たな史料研究が進め
られている。特に、岡倉がインドに滞在した 1900 年代のインドでは、日露戦争などを通し
て日本に対する関心が急速に高まり、関係する知識人による様々な著作や講演、書簡など
の記録から、アジア認識に関わる岡倉との興味深い共鳴関係を見ることができる。 
しかし、当時のインド人による社会・文化改革運動の研究について、これまで欧米の研
究者の間では、ベンガル語などの現地資料を用いた研究は限られており、特に日本人との
交流の経緯の解明は手付かずとなっていた。また、英語やベンガル語を用いたインド側の
研究者の取り組みでは、日本側の研究や日本語の一次資料を参照した研究は限られており、
日本側とインド側との対比的な研究は、当時の宗教改革運動や文芸復興運動を評価するう
えでも貴重な視点を与えるものとなっている。 
本計画は、これまで空白となっていたこのようなインド知識人と岡倉天心との交流に新
たな光を当てることで、急速な近代化を遂げる日本からアジアへと目を向ける岡倉と、イ
ギリス植民地支配と格闘するインドから日本に期待を寄せるインド知識人との思想的な交
流の経緯を明らかにし、その影響の広がりを跡付けるものである。 
両国の知的交流の原点を辿る本計画は、急速に政治･経済的な関係を深める近年の両国の
結びつきを背景に持つことで、内外の幅広い関心を集めることが期待されている。 
 
４．研究成果 
 研究成果として、研究の期間を通して、6 本の論文を刊行し、そのうち 5 本は査読付き
論文であり、さらに、現在、1 本の論文が査読中となっている。関連する学会や研究会等
での報告は、通算 19回であり、インドやバングラデシュなどでの英語での報告が 11回、
日本語での報告が 8 回となる。そのうち、日本宗教学会や Annual Conference of Asian 
Studies などでの学会報告は 4回、及び、デリー大学やコルカタ大学、コルカタのアジア
協会などでの招待講演は 8 回となる。図書の刊行については、4 件を数え、そのうち英語
による共著書が 2点、単著のブックレットが 1点、日本語の共著書が 1点である。 
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